
　

つ
い
に
４
月
か
ら
消
費
税

が
８
％
に
増
税
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
は
１
９
８
９
年
に
税

率
３
％
で
始
ま
り
、
１
９
９

７
年
に
は
５
％
へ
、
今
回
は

１
７
年
ぶ
り
の
増
税
と
な
り

ま
す
。
今
回
の
増
税
は
、
社

会
保
障
の
充
実
と
安
定
化
の

た
め
と
繰
り
返
し
て
説
明
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
度
の
国
の
２
０
１
４
年

度
予
算
案
に
は
、
税
率
８
％

の
消
費
税
収
入
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
税
収
で
は
約

５
兆
円
の
増
収
と
な
り
ま

す
。
こ
の
増
税
に
当
た
っ

て
、
政
府
の
答
弁
は
「
増
税

さ
れ
た
全
額
を
社
会
保
障
財

源
に
充
て
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
予
算
案

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の

は
５
兆
円
の
う
ち
、
社
会
保

障
費
に
充
て
る
の
は
３
・
７

兆
円
。
１
・
３
兆
円
は
国
の

借
金
で
ま
か
な
っ
て
き
た
社

会
保
障
以
外
の
財
源
を
消
費

税
に
置
き
換
え
る
い
う
も
の

で
す
。

　

社
会
保
障
費
に
充
て
る
と

い
う
３
・
７
兆
円
の
内
訳

は
、
消
費
税
の
増
税
に
伴
う

経
費
増
分
０
・
２
３
兆
円
、

年
金
の
国
庫
負
担
の
置
き
換

え
分
が
２
・
９
５
兆
円
で
、

社
会
保
障
の
充
実
に
回
る
の

は
わ
ず
か
に
０
・
５
兆
円
で

す
。
消
費
税
の
増
税
分
を
年

金
・
医
療
・
介
護
・
少
子
化

対
策
な
ど
の
社
会
福
祉
の
充

実
に
充
て
る
と
い
う
の
説
明

は
、
完
全
に
崩
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
５
年
10
月
か
ら

は
、
税
率
10
％
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
易
な
増
税
と

負
担
増
を
許
さ
な
い
た
め
に

も
、
４
月
か
ら
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、
問
題
の
検
証
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
東
日
本
大
震

災
か
ら
丸
３
年
を
迎
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
地
か

ら
は
復
興
が
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
な
い
現
実
が
届
け
ら

れ
る
。
今
で
は
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
少

な
く
な
り
、
大
震
災
が
忘
れ

去
ら
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
被
災
地
の
人
た

ち
が
苦
し
み
を
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
遠
く
離
れ
た

人
々
の
関
心
は
薄
れ
て
い
く

の
も
現
実
だ
。
被
災
地
以
外

で
進
む
「
風
化
」
や
「
忘

却
」
が
被
災
地
の
人
た
ち
を

不
安
に
さ
せ
苦
し
め
る
。

　

そ
し
て
政
府
や
電
力
各
社

は
、
原
発
事
故
で
苦
し
む
多

く
の
人
た
ち
の
こ
と
を
ま
る

で
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
原
発

の
再
稼
働
を
急
い
で
い
る
。

人
間
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
る
動
物
だ
と
言
う
が
、
原

発
事
故
の
こ
と
は
絶
対
に
忘

れ
ら
れ
な
い
事
実
だ
。（
河
）
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王
子
製
紙
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、

か
つ
て
の
鶴
崎
パ
ル
プ
で
働

い
て
い
た
皆
さ
ん
を
中
心
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
健
康
講
演
会

が
企
画
さ
れ
、
約
１
５
０
名

の
皆
さ
ん
に
、
大
分
協
和
病

院
の
則
行
副
院
長
が
生
活
習

慣
病
と
認
知
症
の
関
係
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
認
知
症
に
関
す
る

問
題
を
参
加
者
に
回
答
し
て

も
ら
い
、
正
解
に
説
明
を
加

え
る
方
法
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い

き
ま
す
。
認
知
症
は
、
年
齢

と
遺
伝
が
最
大
要
因
だ
が
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
で
は
２
〜
３
倍
、

魚
や
肉
を
食
べ
な
い
な
ど
偏

食
の
人
は
５
〜
６
倍
の
発
病

率
と
い
う
説
明
に
は
会
場
か

ら
驚
き
の
声
も
。

　

日
頃
か
ら
「
大
分
県
を
日

本
で
一
番
寝
た
き
り
の
少
な

い
県
に
」
と
診
療
に
取
り
組

む
副
院
長
の
お
話
し
は
、
と

て
も
好
感
を
頂
い
た
よ
う
で

し
た
。　

（
本
部
：
中
村
）

　

太
陽
光
や
地
熱
、
風
力
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
は
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降

に
、
全
国
的
に
急
速
に
広
が

り
を
み
せ
、
と
く
に
太
陽
光

発
電
は
、
各
地
で
大
規
模
な

発
電
施
設
も
目
に
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

勤
労
者
医
療
生
協
は
、
先

の
理
事
会
で
、
佐
伯
診
療
所

の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
地
球
環
境
に
優
し

い
発
電
効
果
や
災
害
時
の
非

常
電
源
と
し
て
も
活
用
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
設
置
を

決
定
し
た
も
の
で
す
。
ま
も

な
く
設
置
工
事
が
行
わ
れ
、

５
月
初
旬
に
は
発
電
が
開
始

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

医
療
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
化
は
、
レ
セ
プ
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に

始
ま
り
、
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
へ
と
急
速
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

勤
労
者
医
療
生
協
の
病
院

と
診
療
所
で
は
、
レ
セ
プ
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
早
く
か

ら
導
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

理
事
会
で
大
分
協
和
病
院
に

オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り

臨床心理士　吉　里　恒　昭
　禅の世界で言われる「繋驢桔（けろけつ）」と言う言葉をご存知で
しょうか。桔は杭（くい）のことです。縄で杭に繋がれている驢馬（ろ
ば）が自由になりたくて逃げ回るが、もがけばもがくほど縄が絡まっ
て身動きがとれなくなってしまう。そのような状態のことを指す言葉
です。
　不安や恐怖心で苦しんでいる時は、この驢馬の状態と似ており、そ
の不安や恐怖から逃れようと頑張りすぎたが故に悪循環になることが
あります。合気道でも似たようなことが言われています。両手を捕ま
えられた時、力でもって解こうと必死になってもうまくいかないが、
逆に自分の両手の力を抜くと冷静になれ、例えば足を動かすなどの冷
静な対処ができることもあるようです。
　仏教では、思うがままにならないことを「明（あき）らめる」ことで
道が明らかになると言われます。不眠で悩んでいたが、眠れなくても
　　　　　　　いいやと開き直って眠れるようになる人も多くいます。

　溺れる不安から必死に泳いでもうまくいかないが、
力を抜いたら浮いて泳げるようになることを経験し
たことがある人もいるでしょう。人事を尽くしたら、
あとは天命に任せる余裕を持ちたいものです。

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
病
院
で
は
Ｃ
Ｔ

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
が
進
ん
で
い
て
、

今
回
の
導
入
で
は
、
医
療
過

誤
の
防
止
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
短
縮
化
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
本
格
稼
働
は
６
月

初
め
の
予
定
で
す
。
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設
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ン
グ

シ
ス
テ
ム
導
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オ
ー
ダ
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グ

シ
ス
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焦らず、自分に冷静になろう

高
血
圧
で
認
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に
!?
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認
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に
!?
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自
ら
を
置
く
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
靖
国
神
社
の

持
つ
現
実
を
抜
き
に
、
こ
の

問
題
は
語
れ
な
い
と
思
っ

た
。
い
つ
か
遊
就
館
を
訪

ね
、
自
ら
の
目
や
耳
で
靖
国

神
社
の
本
質
を
確
か
め
て
見

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

昨
年
末
に
安
倍
首
相
が
突

然
行
っ
た
靖
国
神
社
へ
の
参

拝
は
、
中
国
・
韓
国
の
反
発

は
お
ろ
か
、
同
盟
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
も
「
失

望
」
と
の
厳
し
い
批
判
を
浴

び
た
。
靖
国
神
社
参
拝
の
問

題
は
、
近
隣
諸
国
だ
け
で
な

く
ア
メ
リ
カ
を
も
交
え
た
外

交
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
国
内
で
も
靖
国
神
社
参

拝
を
巡
っ
て
は
賛
否
を
交
え

た
議
論
が
途
絶
え
る
こ
と
が

な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
靖

国
神
社
の
歴
史
や
背
景
を
ど

の
く
ら
い
理
解
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
ま
で

に
、
靖
国
神
社
を
一
度
も
訪

れ
た
こ
と
が
な
い
。
機
会
が

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

行
っ
て
み
よ
う
と
か
行
か
な

け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

だ
か
ら
靖
国
神
社
の
理
解

は
①
明
治
維
新
後
に
新
政
府

軍
と
幕
府
勢
力
が
戦
っ
た
戊

辰
戦
争
の
犠
牲
者
を
祀
る
た

め
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
は

日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
で

犠
牲
に
な
っ
た
軍
人
達
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
②
政
府
の
関

与
や
政
治
指
導
者
の
参
拝
な

ど
は
、
憲
法
が
定
め
る
「
政

教
分
離
」
の
原
則
に
反
す

る
。
そ
し
て
③
先
の
大
戦
を

主
導
し
、
東
京
裁
判
で
重
要

戦
争
犯
罪
人
と
さ
れ
た
東
条

英
機
元
首
相
ら
Ａ
級
戦
犯
が

合
祀
さ
れ
て
い
て
、
中
国
や

韓
国
を
は
じ
め
近
隣
諸
国
の

反
発
が
あ
る
。
従
っ
て
、
首

相
な
ど
は
参
拝
は
す
る
べ
き

で
な
い
。
と
い
う
程
度
だ
。

　

し
か
し
、
昨
年
末
に
首
相

の
靖
国
参
拝
直
後
の
朝
日
新

聞
の
世
論
調
査
で
は
、
参
拝

に
賛
成
41
％
、
反
対
46
％
と

拮
抗
し
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
の

ネ
ッ
ト
世
論
調
査
で
は
妥
当

76
％
、
妥
当
で
な
い
24
％
と

い
う
驚
く
べ
き
数
値
が
出
て

い
た
。
首
相
の
「
戦
場
に
倒

れ
た
方
た
ち
に
敬
意
と
感
謝

の
念
を
捧
げ
、
不
戦
の
誓
い

を
堅
持
す
る
た
め
の
参
拝
」

と
い
う
言
葉
を
単
純
に
受
け

入
れ
れ
ば
、〝
何
が
悪
い
〞

と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
江
川
紹
子
氏
が
発
表
し
て

い
る
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
『
国

内
問
題
と
し
て
の
首
相
の
靖

国
参
拝
を
考
え
る
』
と
い
う

文
章
を
見
つ
け
た
。
江
川
氏

は
安
倍
首
相
の
靖
国
参
拝
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た

い
と
靖
国
神
社
を
訪
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
靖
国
神
社
の

本
質
は
、
靖
国
神
社
の
意
義

や
価
値
観
を
示
す
神
社
内
の

付
属
施
設
「
遊
就
館
」
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
数
々
の
展

示
物
が
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
『
先
の
〝
大
東
亜
戦

争
〞
は
、
日
本
民
族
の
息
の

根
を
止
め
よ
う
と
す
る
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
自
存
自
衛
の

戦
い
で
あ
り
、
日
本
の
戦
い

は
、
白
人
の
植
民
地
支
配
を

受
け
て
い
た
ア
ジ
ア
の
国
々

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
た
』

と
記
さ
れ
、
靖
国
神
社
で

は
、
先
の
大
戦
は
今
な
お
聖

戦
扱
い
で
、
ま
る
で
時
間
が

止
ま
っ
た
よ
う
に
戦
前
の
価

値
観
が
支
配
し
て
い
た
。
と

書
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

首
相
の
靖
国
参
拝
は
、
ど
ん

な
に
説
明
し
て
も
、
日
本
の

過
去
の
侵
略
戦
争
を
肯
定

し
、
靖
国
の
本
質
を
表
し
て

い
る
「
遊
就
館
」
の
立
場
に

す
。
皆
さ
ん
の
お
出
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
さ
て
私

事
で
す
が
、
季
節
が
春
か
ら

次
に
変
わ
ろ
う
と
す
る
頃
に

第
３
子
を
出
産
予
定
で
間
も

な
く
産
休
に
入
り
ま
す
。

（
佐
伯
：
石
田
）

　
『
佐
伯
の
春
、

先
ず
城
山
に
来
た

り
…
』
佐
伯
で
教

師
を
し
て
い
た
こ

と
の
あ
る
文
豪
国

木
田
独
歩
が
佐
伯
を
詠
ん
だ

詩
の
一
節
で
す
。

　
城
山
（
１
４
４
ｍ
）
は
佐

伯
市
街
地
の
す
ぐ
近
く
に
あ

り
、
明
治
時
代
に
教
師
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
国
木
田
独

歩
が
よ
く
散
歩
し
て
登
っ
た

と
言
わ
れ
お
り
、
佐
伯
市
民

に
愛
さ
れ
て
い
る
山
で
す
。

　
佐
伯
で
は
桜
の
名
所
の
ひ

と
つ
で
、
毎
年
、
城
山
の
周

辺
で
〝
さ
い
き
春
ま
つ
り
〞

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
４

月
５
〜
６
日
に
開
催
さ
れ
ま

専
務
理
事
　
河
　
津
　
暁
　
爾

専
務
理
事
　
河
　
津
　
暁
　
爾

一
度
、遊
就
館
を
訪
ね
て
み
た
い

一
度
、遊
就
館
を
訪
ね
て
み
た
い

※
こ
の
文
章
は
、
労
住
医
連
機
関
誌

２
月
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
加
筆

し
て
い
ま
す
。
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大
分
協
和
病
院
に
腰
痛
で

来
院
さ
れ
て
い
る
約
半
数
の

患
者
さ
ん
は
、
す
で
に
数
件

の
病
院
や
診
療
所
を
受
診
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

検
査
や
画
像
診
断
で
異
常
が

な
い
場
合
に
運
動
不
足
と
指

摘
さ
れ
て
、
腹
筋
や
背
筋
、

歩
行
訓
練
を
自
主
的
に
行
っ

て
腰
痛
が
悪
化
す
る
方
は
決

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
運
動
を

お
こ
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
家
の
方
が
、
腰
痛
を
発

生
す
る
と
痛
み
が
出
て
い
る

の
は
、
運
動
が
足
り
な
い
と

思
い
、
更
に
運
動
量
を
増
や

す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
場
合
は
腰
痛
が

あ
る
状
態
で
運
動
す
る
と
悪

化
し
ま
す
。

　

運
動
を
し
て
改
善
す
る
方

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
症
状

が
軽
い
か
仮
に
運
動
を
し
な

く
て
も
た
だ
安
静
に
し
て
い

る
だ
け
で
治
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
痛
み
が
と
て
も
強
い

人
は
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

腰
が
痛
い
と
き
は
ま
ず
そ

の
原
因
を
治
療
を
し
て
安
静

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
静
を
指
示
し
ま
す
と
ず
っ

と
寝
て
い
た
方
が
良
い
の
か

ど
う
か
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ

は
原
因
と
な
っ
て
い
る
部
分

に
負
担
を
か
け
な
い
、
あ
る

い
は
痛
み
で
る
動
作
を
で
き

る
だ
け
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
の
で
、
ず
つ
と
寝
て
お

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

痛
み
を
我
慢
し
て
腹
筋

や
背
筋
運
動
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、
水
泳
（
水
中
歩
行
）
を

行
う
と
一
時
的
に
痛
み
が
楽

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
長
期
的
に
は
か
え
っ
て

痛
み
が
増
し
、
少
し
ず
つ
悪

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
リ
ハ
ビ
リ
科
：
後
藤
）

【
応
募
の
仕
方
】

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
住
所
・
氏
名
と

「
お
元
気
で
す
か
」の
感
想
な
ど
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
抽
選
で
10
名
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

（
送
り
先
）

〒
８７０
‒１１３３ 

大
分
市
宮
崎
９
５
３
―
１

「
勤
労
者
医
療
生
協
」 

宛

（
締
切
り
） 

４
月
17
日

〈
１
月
号
の
答
え
〉

　
Q
1　
Ａ
＝
山
口
俊　
Ｂ
＝
清
武
弘
嗣

　
　
　
　
Ｃ
＝
内
川
聖
一

　
Q
2　
Ａ
＝
鯛
生
金
山　
Ｂ
＝
か
ま
え

　
　
　
　
Ｃ
＝
い
ん
な
い

　
Ｑ
３　
Ｃ 

・ 

Ｅ

〈
１
月
号
当
選
者
〉

三
村　
真
里（
大
分
市
）

足
立　
容
子（
大
分
市
）

中
村　
昭
秀（
大
分
市
）

河
野　
健
造（
大
分
市
）

須
原　
好
美（
大
分
市
）

大
江　
定
仁（
佐
伯
市
）

庭
瀬　
玲
子（
佐
伯
市
）

平
野　
真
澄（
日
田
市
）

後
藤
つ
や
子（
日
田
市
）

岡
崎　
善
夫（
宇
佐
市
）

藤
近　
茂
樹（
大
分
市
）

大
島
て
る
み（
大
分
市
）

毛
利　
朋
子（
大
分
市
）

渡
辺　
和
江（
大
分
市
）

真
田　
博
文（
佐
伯
市
）

加
藤
惠
美
子（
佐
伯
市
）

岩
崎
志
保
子（
佐
伯
市
）

川
辺　
好
美（
日
田
市
）

高
村
智
恵
美（
日
田
市
）

長
峰　
智
子（
豊
後
大
野
市
）

Ｑ１．県内ゆるキャラクイズ
　次のヒントから、県内の「ゆるキャラ」の愛称を答え
て下さい。
　Ａ＝①九重町　②ミヤマキリシマ　③にしだあつこ
　Ｂ＝①宇佐市　②からあげ　　　　③性別は男の子
　Ｃ＝①大分市　②サル山　　　　　③宣伝部長

Ｑ２．郷土の道の駅クイズ
　県内で人気の道の駅名を答えて下さい。
　Ａ＝①国道５００号　　②そば打ち体験　　③中津市
　Ｂ＝①国道３８７号　　②わさびアイス　　③日田市

○職場のいじめにＮＯ！をパワハラのな
い職場をめざしたいです。

○脳卒中・認知症のことわかりやすくて
助かりました。

○副院長の「今年の健診目標」は、参考
になりました。

○昨年末からの様々な法律改正のこと、
健康で安心して生活していけるか心配
です。

○ダイエットと食事のコーナー勉強にな
りました。料理方法の違いがわかりま
した。

○適度な運動は、車に頼らずに自転車移
動を心がけたいです。

○４月からの消費税増税、医療費負担の
増など厳しい世の中になります。憲法
に基づく社会保障の実現を政府に望み
ます。

○無理を続けて頑張った先には病が待っ
ている。とても印象に残りました。

○正月から食べすぎで、「ダイエットと
食事」勉強して筋トレ中です。

○お元気ですかの健康へのヒント色々役
立てています。

○寝たきりの原因、第２位が認知症とは
驚きです。

○今年のバスハイクはどこへ行くのか
なー。楽しみです。

※行き先は、まだ決まっていませんが、
９月以降に案内します。

　2014年４月の消費税率改定、及び診療報酬（保険
点数）改定に伴い、大分協和病院・佐伯診療所におき
ましても、健康診断料を改定させていただくことにな
りました。
　新料金は４月１日実施分から適用させて頂きます。
各院所をご利用の皆さまには、ご理解・ご了承のほど
よろしくお願いいたします。主な健診料金につきまし
ては、次の通りです。この他の健診料金等につきまし
ては、各院所にお問い合わせ下さい。

大分協和病院　０９７－５６８－２３３３
佐伯診療所　０９７２－２３－２２１２

　2014年４月の消費税率改定、及び診療報酬（保険

健康診断料金の改定について健康診断料金の改定について

読者の感想が寄せられています。
その一部をご紹介します。

読者の
お便り
読者の
お便り

腰
痛
と

 
運
動
の
関
係

腰
痛
と

 
運
動
の
関
係

お

楽

し

み

ク

イ

ズ

組合員

6,700円

16,300円成 人 病 健 診（Ⅰ）

一　般　健　診（Ⅲ）
（血液検査を含む一般的な健診）

7,100円

健　診　内　容

（組合員対象）
　シ　ル　バ　ー 健 診
　フ ァ ミ リ ー 健 診

初回：6,500円

２回目以降
　10,800円

組合員外
新料金（税込）
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